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施業集約化 計画 実績 達成率 今後の対応 備考
数量 346ha 281ha 81.2% H23予定：136ha
いつ ４月～３月 ８月 ４月
誰が 組合職員 組合職員 組合職員

どういう方法で
担当者・所有者代
表と折衝

担当者・所有者代
表と折衝

県行造林地において森林施業委
託契約を締結し、単年度事業計画
を策定する。

切捨間伐 計画 実績 達成率 今後の対応 備考
数量 0 0 0% H23予定：60ha
いつ ５月～９月
誰が 組合加入建設会社

どういう方法で
若齢林分の生長を促進するため、
保育間伐を積極的に行う。

利用間伐 計画 実績 達成率 今後の対応 備考
数量 0 0 0% H23予定：21ha
いつ ５月～１１月
誰が 組合加入建設会社

どういう方法で
既設林道及び新規開設作業道を
有効利用してグラップル集材を中
心とした利用間伐を行う。

作業道開設 計画 実績 達成率 今後の対応 備考
数量 3,130m 1,930m 61.7% H23予定：11,410m うちH22繰越1,640m
いつ ４月～３月 ７月～３月 ５月～３月

誰が 組合加入建設会社

どういう方法で
路網密度及び路網配置を考慮しな
がら、作業道を先行して開設する。

－ －
－ －
－ －

年間素材生産量 計画 実績 達成率 今後の対応 備考
モデル団地内 0 0 0%
モデル団地外 0 0 0%
作業道支障木 639m3
合計 639m3

達成度検証方法 今後の対応

施業プランナーの養成（人数）
・森林所有者に対し森林施
業プランを提案し更なるレベ
ルアップを図る。

各種広報機会の確保（回数）
・各種機関誌掲載
・ホームページ充実
・マスコミ取材協力

森林施業プランナーの育成
・森林施業提案書を作成し事
業実施の承認を得た。（1名）

地域住民への周知

・ドイツ林業視察結果報告会
（2月24日）
・ホームページ開設
・新聞記事等掲載（2月4日読
売新聞他6回）

素材生産費（円／m3）

新規構築作業システム（機械の組合せ、種類・規格・台数）

実施前 → 実施後
（Ｈ21） （H22）

実稼働日数（日）

森プロ関係のみH23予定：1,680m3

－

（H22実績なし）

素材生産性（m3／人・日）

新規チーム設立（H22実績なし） 内容

素材生産チームの人員数（人）

H22計画（実績）

上記のほか、プロジェクト推進のために講じる具体的取り組み
計画 実績

大山土木株式会社
株式会社林工務店
株式会社長瀬土建
株式会社新井組
計５路線を組合内で配分

素材生産



検討会議の開催（回数）
・プロジェクトの進捗状況や
問題点等を話し合う検討会
議を開催する。（年3回）

研修会等の実施（回数）

・作業道開設工事説明会（年
1回）
・測量機器操作説明会（年1
回）
・造材研修会（年2回）
・作業道測量説明会（年1回）
・作業道開設事業担当者会
議（年1回）

研修・視察受け入れの実施（回数）
・視察受け入れ（年3回程度）
・研修受け入れ（年3回程度）

研修会への参加（回数） ・研修会（年1回）

調査の実施（回数） ・調査（年5回程度）

調査の実施（回数）
・降雨後等こまめに調査
・目標年間20回

プロジェクトの円滑な実施

・検討会議の開催
（各機関施業計画連動につ
いて協議・構成員：県治山
課・県林政課・森林公社・飛
騨農林事務所林業課・高山
市林務課・飛騨高山森林組
合・たかやま林建組合・会
場：全建労連・開催日：4月21
日）
（課題整理表を作成し協議及
び解決・構成員：飛騨農林事
務所林業課・高山市林務課・
飛騨高山森林組合・たかや
ま林建組合・会場：高山建設
産業会館・開催日：4月30日・
5月7日・5月11日・5月18日・5
月26日）
（連携について協議・構成
員：森林公社・たかやま林建
組合・会場：飛騨庁舎・開催
日：5月25日）

モデル団地内の巡回調査 ・10回

森プロスタッフの技術向上を図るため
の研修会等の開催

・作業道開設工事説明会（1
回 9月27日）
・測量機器操作説明会（2回
10月15日・11月15日）
・造材研修会（2回 10月22
日・11月6日）
・作業道測量説明会（1回 11
月29日）
・作業道開設事業担当者会
議（1回 2月24日）

研修・視察受け入れ

濁水発生状況調査
・4回（10月1日・11月15日・12
月3日・12月10日）

・視察受け入れ10件

高山市美しい森林づくり実行委員会
研修会

・森林づくりフォーラム（1回
2月27日）


